
みなさんと会えなくなってから、一か月がたとうとしています。だれもいない保健室はとても

さみしいです。みんな家でどうしているだろうか、ご飯を食べているだろうか、不安で眠れない

と思っている人はいないだろうか、ス トレスがたまつてイライラしているのでは・・・・といろ

いろ考えています。また休校が延長されることになり、複雑な気持ちになった人も多いのではな
いでしようか。

学校に日本赤十字社新型コロナウイルス感染症対策本部から『新型コロナウイルスの3つの

顔を知ろう :～負のスパイラルを断ち切るために』という冊子が届きました。その一部をみな
さんに紹介します。詳しく見たい人は、日本赤十宇社のホームページを見てください。
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「 ラモこE自ご」

これらの
‐
感染症

‐
をふせぐために、私たちはこ鉢 うな工夫か‐ るてしょうか?

負のスパイラルで感染症が拡がa

基別を受けるのが

怖くτ鶴や崚があって

も受鰺をだめ翻R結
果として諸気の拡散
を招く

―

未知むウイルスでわ
からないここが多いた
め不安が生まれる

●ヽ・
´

0=
ン′

人間の生き誕びようこ
する本能によ

`lウ
イルス盛

染にかかわう人を追ぜ:十

る.「 鬼E男り」

『日本赤十字社・新型コロナウイルス感染症対策本部』
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0第 10‐ 感染症
‐
を賄ぐために

一人一人が衛生行動を徹底しましょう。

『手洗い』

『咳エチケット』

『人混みを避ける』
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・ウイルスに関する情報にさらされるのを制限し、距離を置く時間を作る。
・いつもの生活習慣やペースを保つ。
・心地よい環境を整える。

・今 自分ができていることを認める。
・今の状況だからこそできることに取 り組んでみる。
・安心できる相手とつながる。

相餞寸るここうもあ
`1春

す。24時間 子どもSOS相談テレホン 0120-0-78310

みなさんそれぞれの場所で感染を拡大しないように頑張っています。
・小さな子どものいる家庭
・高齢者

・治療を受けている人とその家族
・ 自宅待機 している人
・医療従事者
・ 日常生活を送って社会を支えている人

この事態に対応 しているすべての方々をねぎらい、敬意 を払いま しょう。

新型コロナウイルスについての研究は日々行われています。治療薬やワクチンの開発も進ん
できています。希望を持つて、参たみなさんこ会える日春で、一緒に原「 l饉えて

`lき

夢しょう′

一

」口L"JD_lJD―JD― 」
―

当口L_」gD

引用参考文献
「新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう!～負のスバイラルを断ち切るために～」発行年月 2020年 0月 26曰 初版 発 行 日本赤十宇社新型コロナウイルス感
柴症対策本部

【監嬌】諏訪赤十宇病院 森光 玲雄 目瞭赤十字・赤新月社連盟心理社会センター登録専門家
【執筆協力】日本赤十字社医療センター 秋山 息子 (イラスト)宮本 教子 伊勢赤十宇病院 中丼 茉皇

本社 事業局 漏 乙彦 救護・福祉都 i武口 真里花 山内 友和 国瞑部 佐藤 晨
=矢

口 結 災害医療続括監 丸山 ■―

0第 20‐ 感染症
‐
にふ鳴 わされないために
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C第 30‐ 感染症
‐
をふせくために

6月から学校が再開した場合、きっそく尿榛査が予定されています。

年度より、回収日の回数、提出容器が変わります。また詳しいことは後日お知らせします。

◆一次検査・・・ 6月 9日 (火 )

◆一次二次混合検査・・・ 6月 24日 (水 )

◆二次検査・・・ 7月 8日 (水)
，
一ま

ぞ

匿lも少iT)
'       .卜′,     |―  ｀ マ`    |


